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POINT 1

EVシフトがもたらす差別化要素の
変化

従来製品の差別化要素が相対的に低
くなる。また、バッテリーの比重が高い
コスト構造やアフタービジネスの縮小
など収益面にも大きな影響がある。

POINT 2

求められるユーザー 
エクスペリエンス

より顧客中心の視点かつ高度なユー
ザーエクスペリエンスの提供が差別化
要因となり、ブランド価値の提供手段
となる。また、顧客にとっては、環境貢
献やサステナビリティに関する経験価
値がより重要となってきた。

POINT 3

モビリティデータの価値と 
その活用

高度なユーザーエクスペリエンスを提供
するため、データの分析・活用が必要と
なる。また、データ活用による新たな収
益モデル構築の可能性もある。

EV時代のユーザー
エクスペリエンス戦略

KPMGジャパン  

自動車セクター

犬飼 仁／パートナー

V （電気自動車）へのシフトが確実になってきたなか、自動車業界
は製品の転換だけでなく、EVシフトによる差別化要素の変化と収

益性の低下の可能性に対応していく必要があります。内燃エンジン車で大
きな差別化要素になっていたのは、エンジン性能、それがもたらすドライビ
ングフィールなどの情緒的価値要素でした。しかし、EVではそれらの価値
が相対的に減少し、新たなユーザーエクスペリエンス （顧客経験） 提供に
よる差別化が必要となります。なかでも、消費者の関心が高まっているの
は、環境負荷軽減やサステナビリティへの貢献に対する経験価値です。こ
うしたユーザーエクスペリエンスを提供するためには、移動活動に関連す
るデータの分析・活用が必要となります。また、こうしたデータを提供する
ことが、新たな収益モデルの構築にもつながります。その結果、自動車・モ
ビリティ業界の構造が大きく変化する可能性もあり、こうした変化に自
動車業界はどう対応するのか、KPMGが実施したGlobal Automotive 
Executive Survey 2021の調査結果も活用し、検証します。
なお、本文中の意見に関する部分については、筆者の私見であることをあ
らかじめお断りいたします。
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Ⅰ

EVシフトがもたらす差別化要
素の変化

1. 製品による差別化要素の縮小

EVシフトによって、内燃エンジン車の差
別化要素であった情緒的価値が相対的
に減少しています。また、自動車そのものも
ハードウェア中心から、Software-Defined 

Vehicleといわれるソフトウエアによって機
能を実現することが主流となり、差別化要
素の実装方法にも大きな変化が起こって
います。

2. 収益構造の変化

製品による差別化要素の変化・縮小は、
収益性の低下につながる可能性があります。
また、コスト全体に占めるバッテリーコス
トの比重の高さや、内燃エンジン車に比
べた稼働部品点数の減少といったEVの
特徴も、収益性にさらなる影響を与えると
考えられます。
稼働部品数が圧倒的に少ないことは、

アフタービジネスの縮小につながります。
KPMGが2021年に発表した 「10億ドルを
賢く投資する - ICE後の自動車業界のパ

ワートレイン戦略 -」という調査レポートで
は、自動車市場でEVの普及が進めば、自
動車メーカーの販売後収益が最大 60％
減少すると予測しています 1。

3. ユーザーエクスペリエンスによる差別
化が必要

こうした背景により、EVシフト後は製
品そのものによる差別化から、製品／サー
ビスの購入・利用までの各ステージにおけ
る接点でのユーザーエクスペリエンスによ
る差別化が求められるようになるでしょう。
個々のドライバーに、その時々のタイミン
グで最も有益かつ自社のブランドアイデ
ンティティに沿った価値体験をいかに提
供できるか、それが重要なポイントになり
ます。
また、ドライバーによる自動車の利用形

態も、所有からサブスクリプション、シェ
アード（共有）、レンタルと多様化が進ん
でいます。そのため、より複雑なドライバー
との接点における価値体験の提供が求め
られます。

K PMGが 2 0 2 1年に実施した K PMG 

Global Automotive Executive Survey 2021

でも、今後 5年間における消費者の購買
決定の要因について「快適で円滑な体験」

が非常に重要あるいはとても重要と考え
るという回答が 74％と、「ドライビングの
性能（同71％）」や「ブランドとイメージ（同
64％）」といった従来重要視されていた要
因を上回っています 2 （図表1参照）。

Ⅱ

求められるユーザー 
エクスペリエンス
デジタル×エコノミー× 
サステナビリティ

それでは、どうようなユーザーエクスペリ
エンスが求められるのでしょうか。現代の
消費者の多くは、オンラインによる商品・
サービスの消費活動を体験しています。彼
らにとって、タイムリーでパーソナライズさ
れた、リッチなユーザーエクスペリエンス
はあたりまえのものです。そのため、モビリ
ティに関する活動においても、顧客接点の
デジタル化推進により、パーソナライズさ
れた価値提供や、経済活動の機会を提
供する高度なユーザーエクスペリエンスを
提供する必要があります。
また、環境・サステナビリティに関する

価値観は、昨今の消費活動においてもき
わめて重要な要素となっていることから、
ユーザーエクスペリエンスにも取り入れる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ADAS

1% 5% 21% 44% 30%

1% 6% 24% 41% 28%

6% 20% 37%1%

1% 8% 25% 40% 26%

1% 7% 23% 40% 28%

2% 9% 25% 45% 19%

3% 10% 24% 37% 27%

1% 5% 23% 38% 33%

36%

出所：Global Automotive Executive Survey 2021, KPMGインターナショナル

図表1 今後5年間に自動車の購入を決定するにあたり、以下の点は消費者にとってどれぐらい重要だと考えますか？
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必要があります。

1. デジタル接点による利便性の向上

KPMG Global Automotive Executive 

Sur vey 2 0 2 1でも、回答者の 7 8％が、
2030年には自動車の大半がオンラインで
販売されるようになると予想しています3。
すでにオンライン販売を提供している自

動車メーカーもあります。その特徴は、手
続きの利便性だけでなく、リアルと組み合
わせたきめ細かいサポートにあります。たと
えば、中国のEVメーカーNIO社では点検・
修理だけでなく、洗車や空港での駐車サー
ビス、運転代行サービスなどのサービスを
提供しています。EVの課題となっている充
電についても、オンラインアプリから、自
動車を引き取りに来て、充電をして持って
くるように依頼することもできます4。
移動時の車内においても、デジタル接

点による体験価値の提供が求められま
す。ソニーグループが開発を進めるEV 

VISION-Sでは、ITやエンターテインメント
における同社の強みを活かした、車内空
間での新たな体験が企画されています。一
方、モビリティをより快適なものにするた
めに、自動車メーカーもインテリジェント

コックピットの開発に取り組んでいます（イ
ンテリジェントコックピットについてはII-5

で紹介します）。

2. 経済活動機会の支援

自動車利用に関する決済手続きなど、
ドライバーに必要な経済活動を支援する
ことによって、モビリティ利用に関する利
便性を高める取組みも有効です。ある自
動車メーカーでは、スマートフォンアプリ
の拡張や車輛機能との連携によって、道
路税、車輛の点検、保険の有効期限など、
今後予定されている自動車利用に関する
重要なイベントをドライバーに通知し、必
要な支払い手続きもそのまま完結できる
仕組みの構築を進めています。
たとえば、Stellantis社は、個人間のカー

シェアにおける車両の予約と利用状況に
基づく各ドライバーの利用金額の計算・支
払いサービスを提供しています。英ジャガー
ランドローバー （JLR社）では、「スマート
ウォレット」テクノロジーを活用したデジタ
ル通貨提供サービスの実証実験に取り
組んでいます。ドライバーが渋滞情報や道
路の障害に関する情報を提供するとデジ
タル通貨が得られ、その通貨で通行料金

や駐車料金、充電料金を自動的に支払う
ことができるというものです5。

BMW韓国では、ロイヤルティプログラ
ムBMW Vantageを提供しています。BMW 

Coin （デジタル通貨／ポイント）が新車購
入や会員限定イベントの参加で付与さ
れ、洗車、レストラン、スパ、電化製品、レ
ジャーなどの用途に使用できます。なお、
ポイントは運転距離に応じても獲得でき
ます6。
こうした経済活動機会の提供は、ドラ

イバーの利便性を高めるだけではありませ
ん。モビリティに関する顧客行動をより広
く捉えた、貴重なデータ収集にもつながり、
さらなるユーザーエクスペリエンスの高度
化に活用できます（データ活用については
次章で紹介します）。

3. 環境・サステナビリティへの貢献機会
の提供

脱炭素、EV化推進の背景にあるのは、
環境問題やサステナビリティに対する意
識の高まりです。そのため、モビリティ手段
の選択でも、ユーザーの関心が高くなっ
ています。EVシフトという製品の選択はも
ちろんのこと、脱炭素や環境問題への貢

出典：Midnight Trains（midnight-trains.com)

図表2 Midnight Train 社サイト：移動手段別のカーボン排出量比較 
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献、健康・ウエルビーイングに関する安全
性を体験できるユーザーエクスペリエンス
が重要になってきます。

4. カーボンニュートラルへの貢献

いくつかの航空会社、ホテル、旅行代理
店などでは、顧客に対して、利用したサー
ビスを通して排出される二酸化炭素など
の温室効果ガスをオフセットするカーボ
ンオフセットプログラムを提供しています。
このプログラムは、環境問題に対する意
識の高い顧客を中心に受け入れられてい
ます。
同様の取組みは、自動車業界にも見ら

れます。独Porsche社が試験導入している
Porsche Impactプログラムは、自身の車
輛のCO2排出量を計算してオフセット値
を算出、それを風力や水力を活用した再
生可能エネルギーの普及や森林保護と
いったカーボンオフセットプロジェクトに
投資をすることができます。それによって、
ドライバー自身によるカーボンオフセット

の機会を提供しているというわけです 7。
また、フランスでは近距離の航空便の

廃止が検討されています。その代替移動
手段として浮上したのが、当該路線でかつ
て運行されていた夜行列車です。
利用者に対して、それぞれの移動手段に

伴う1人当たりのカーボン排出量を提示す
ることで、環境に対する貢献を可視化・実
感できます。2024年にも、スタートアップ
企業仏Midnight Trains社が、周辺国向け
も含めた近距離航空路線に対抗する、最
初の夜行列車の路線を就航する計画と
なっています。同社のサイトでも、航空機
利用の場合と夜行列車利用の場合のカー
ボン排出量を比較することができます 8 

（図表2参照）。

5. ヘルスケア・ウエルビーイングの 

ニーズ

新型コロナウイルス感染症 （COVID-19）
の影響もあり、抗菌対応や体調モニタリ
ングも含めたヘルスケア・ウエルビーイン

グに関する機能の要求が増加しています。
英SBD Automotive社が2021年 5月に実
施した消費者調査 「次に買う車の機能の
重要性」では、ヘルスケア／ウエルビーイン
グが最も高い伸びを示しました 9。
こうした健康状態、安全性、快適性に

関する機能に加えて、メディア管理や自
動運転の制御、車輛の最適性などを提
供するインテリジェントコックピット機
能が進化・拡張しています。同じくSBD 

Automotive社のレポートによると、現在の
埋込み機能によるインタラクションの実
現に対して、2024～2026年に計画される
第3段階では、デバイスの持込みをベース
として大きな機能の進化が見込まれていま
す 10 （図表3参照）。

Ⅲ

モビリティデータの価値とそ
の活用

こうした高度なユーザーエクスペリエン
スを提供するためには、モビリティに関す

出典：SBD Automotiveジャパン「SBDレポート／インテリジェントコックピット導入予測」

図表3 インテリジェントコクピットの機能拡張見通し

第二段階

第一段階

第四段階

2020 2022 2024 2026 2028 2030

時間と場所に基づく
典型的な移動プランの

提案

ドライバー制御の
検知

ユーザーごとに
個別化された

温度設定

一般的な
ストレス管理

アプリベースの予測に
基づくeコマース

 （車両とのリンクなし）

ウェアラブル端末
ベースの健康管理

使用状況やニーズに対応した 
EV充電スケジュール設定

乗員の姿勢に対応した
エアバッグ調整

ユーザーが
「フォローする」
メディアを車両が

自動再生

曲に合わせて歌っている
ユーザーの声を検知する感度

走行モードの提案

ユーザーごとに個別化された
運転モード切り替え対応

ユーザーごとに
個別化された
ストレス管理

予測に基づく
日光／日陰に
対応した設定第三段階
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るデータを収集・分析・活用し、継続的な
提供価値の改善を行っていく必要があり
ます。また、価値の高いモビリティデータ
を保持することによって、データ活用によ
る新たな収益モデルを構築できる可能性
もあります。

1. モビリティデータの価値

流通業界などでは、すでにオンライン上
のサービスとの連携によって、膨大な消費
者行動データを収集・分析しています。消
費者の行動を予測し、そのうえで最適な
行動を提案することで、高いユーザーエク
スペリエンスと新たな購買活動の機会を
提供しているのです。
自動車・モビリティに関しても、ヒト・モ

ノの移動に関わる位置・移動情報、車輛
情報、運転状況情報など大きな情報価値
をもっています。それらモビリティデータを
オンラインでの各種取引や決済などの経
済活動、脱炭素に関する活動と結びつけ
ることで、重要な社会課題である脱炭素
や環境対策活動などを支援し、よりよい
社会の実現への貢献にもつながります。ま

た、こうしたデータを必要とする事業者に
提供することで、新たな収益源となる可能
性もあります。

2. データエコノミーへの対応による 

モビリティデータ価値の向上

決済など経済活動に関するデータが統
合されることによって、モビリティデータの
価値はさらに高まります （図表4参照）。
電子マネーやスマートフォン決済などの

決済基盤の収集するデータは、より消費
活動に直結する価値の高い消費者デー
タです。すでに消費者行動の分析・予測
に各業種で広く活用されており、そのデー
タを収集するための決済手段基盤間の争
奪戦も熾烈になっています。
モビリティデータについても、先の事例

（Ⅱ-2）のように、経済活動情報が付加さ
れることによって、顧客に対するさらなる高
度なユーザーエクスペリエンスを提供する
ための有効な分析データとしての価値が
高まります。

3. データのマネタイズ

モビリティデータの経済的価値は、自
動車関連事業者にとって新たな収益源と
なる可能性があります。
モビリティデータは、すでに保険会社に

おける保険料の算出にも活用されていま
す。KPMG Automotive Global Exeucutive 

Survey 2021でも、今後自動車メーカーは
どのように保険市場に参入すると思うかと
いう問いに対して、回答者の43％が「自動
車会社はドライバーと車両のデータを保
険会社に販売する」、36％が「保険会社と
提携する」と回答しています。
先のJLR社の 「スマートウォレット」の事

例では、ドライバーは運転中に得られる
道路環境などに関するデータを共有する
ことでデジタル通貨を得ることができ、そ
れを通行料や税金の支払いに利用するこ
とができます。
自動車業界以外の業界にとっても、モ

ビリティデータは価値があります。金融機
関が、脱炭素、サステナビリティという観
点からESG投資を拡大していくなか、移動
データとそれに伴うCO2排出データは、投

環境貢献
行動

消費行動
情報

報酬

報酬

支払

支払

電力
提供

データ
提供 報酬報酬

出典：KPMG作成

図表4 モビリティデータを活用した経済活動の例
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資判断の材料として非常に価値のあるデー
タといえるでしょう。

4. モビリティデータの流通基盤としての
ブロックチェーン

こうしたデータの流通やそれに伴う課金
については、これまでは「取引に関わる手
続きコストが大きい」、「データの信憑性
が保証されない」、「データ様式が共通化
されていない」などの課題がありました。こ
うした課題を解決するのが、ブロックチェー
ンの仕組みです。
まず、ブロックチェーンの特徴である非

改ざん性によって、データの信頼性が担
保されます。そして、車輛などの機器同士
が自律的にデータをやり取りして取引を自
動化することで、トランザクションにかか
る手続きコストや時間の縮小につながり、
データの流通が促進されます。先のJLR

社の 「スマートウォレット」やBMW韓国の 

「BMW Vantage」にも、ブロックチェーン
の技術が活用されています。
こうしたモビリティ領域におけるブロッ

クチェーンの活用を推進するグローバ
ルコンソーシアムMOBI（Mobility Open 

Blockchain Initiative）の活動も注目されて
います。自動車メーカーやサプライヤーを
中心に、次世代モビリティ事業者、スマー
トシティ事業者、自動車業界以外の企業
も含めたメンバー、またブロックチェーン
に関わる事業者としてIT・ICT業界、さらに
は欧州委員会や中国交通運輸部といっ
た政策立案者がMOBIに集い、ブロック
チェーンの活用に関する標準化を進める
活動を行っています。
その活動内容は、下記になります。

・  モビリティに特化したブロックチェーン
技術の標準規格の作成

・ 規格を有効化するための実証実験（他
の国際コンソーシアムとの連携も含む）

・ 次世代モビリティのなかでビジネスに
繋げるためのアプリケーション構築

KPMGでは、2021年12月にMOBI理事

の深尾三四郎氏を講師に迎えたセミナー
「データエコノミーに対応する次世代モビ
リティ・自動車ビジネス」を実施しました。
次ページの参考情報章をご参照ください。

Ⅳ

求められるケイパビリティ

1. データを活用する組織（コネクテッド
エンタープライズ）の実現

データを活用することで、より価値の
あるデータを創出して顧客に高度なユー
ザーエクスペリエンスを提供し、さらには
収益を得ることが、企業としての差別化
の源泉となります。そのための組織の実現
について、KPMGでは企業のコネクティビ
ティを向上させる「Connected Enterprise 

Framework」を提唱しています。そこでは、
以下の3つの観点で必要なケイパビリティ
を定義しています。
①顧客を中心に置いた戦略の立案
・ データ分析・活用によるインサイト主
導型の経営・オペレーション

・ 顧客起点で一貫した顧客戦略・体験 

設計
・ 顧客戦略にアラインした商品・サービ
ス設計

② オペレーティングモデルのデジタル化
・ スムースかつ安全なフロント・トランザ
クションの提供

・ 即応性の高いサプライチェーンの構築・
運用

・ デジタル変革に対応した技術アーキテ
クチャ・イネーブラー

③ ガバナンスの強化
・ 戦略と整合した組織・人材と企業ガバ
ナンスの具備

・ アライアンスやパートナーシップによる
戦略的なエコシステム形成

2. フラットなエコシステムによる他社と
の「協争」

ビジネスパートナーとの関係性は、こ
れまでのモノづくりを前提としたバリュー
チェーンと業界構造から、データの収集・
価値創造・流通を前提としたフラットか
つ異業種も含めたエコシステムによる「協
争」関係をもつ構造に変化します。そこで
は、他社・他業種と協業し、互換性のあ
るプラットフォーム上で標準化されたデー
タの流通・活用が求められます。そのため、
MOBIのようなグローバルコンソーシアム
を通じた活動がより重要になると考えられ 

ます。

Ⅴ

おわりに

自動車業界は、これまでのモノづくり
中心の事業構造から、データを活用した
ユーザーエクスペリエンスを重視する事業
構造への転換を迎えています。すでにEV

専業メーカーは、デジタル活用によって、
その領域での強みを発揮し始めています。
もちろん、すべての事業者がデータ事業に
特化すべきというわけではありません。デバ
イスの1つとしてのモノづくり事業や、その
原材料となる素材などでの製造事業に強
みを構築する戦略も考えられるからです。
EVシフト後にどの領域で生き残っていく
かその見極めが求められています。
なお、モノづくり事業においても、自社

がもつデータの価値、データ活用の可能
性を向上させていくことは重要です。組織
としてのデータ活用のケイパビリティの整
備は共通の課題であり、今後の事業運営
における重要な取組みとなります。
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EV時代のユーザーエクスペリエンス戦略
Sector 
Update

データエコノミーに対応する次
世代モビリティ・自動車ビジネス

KPMGジャパン 自動車セクターでは、オ
ンラインセミナー 「データエコノミーに対
応する次世代モビリティ・自動車ビジネス」
を開催いたしました。
本セミナーでは、基調講演にM O B I

（Mobility Open Blockchain Initiative）理
事の深尾三四郎氏をお招きし、講演いた
だきました。第2部では、深尾氏とKPMG

の専門家によるパネルディスカッションで、
モビリティデータを利用した価値創出の
ための取組み事例をご紹介し、次世代の
モビリティビジネス、自動車ビジネスとして
の可能性と、その実現のために必要となる
戦略、そのポイントについて解説しています。
基調講演では、MOBIの直近の活動

状況に加えて、脱炭素、SDGsという新し
い価値づくり、その背景にある欧州発の
ゲームチェンジャーの動き、そして脱炭素
SDGsという目に見えない価値を可視化し
て新しい社会、スマートシティとモビリティ
を実装する基盤としてのブロックチェーン
のソリューションについて、いくつかのユー
スケースも含めてご紹介いただきました。
後半のパネルディスカッションでは、モ

ビリティデータを活用したサステナブル
な社会の実現という観点で、深尾氏と
KPMGの専門家のディスカッションを通
して、データエコノミーとモビリティについ
て、特にモビリティデータの価値について
考察しています。そのなかでは、実際のモビ
リティデータ収集の取組みの現状から、
企業内での活用だけでなく、企業横断で
の活用や他業界での活用ユースケースを
ご紹介しています。
また、そうした取組みを進めるうえで必

要となるMOBIのようなグローバルコンソー
シアム形態による活動の重要性や、これま
でのピラミッド型の企業間連携の考え方
からの変換の必要性をご紹介し、その新
しい企業間連携のなかでお互いの信頼の
プロトコルとしてもブロックチェーンの有
効性を解説しています。詳細はKPMGジャ

パン自動車セクターウェブサイトをご参照
ください。

本稿に関するご質問等は、 
以下の担当者までお願いいたします。

KPMG ジャパン 自動車セクター

 Sector-Japan@jp.kpmg.com

関連情報

KPMGジャパン自動車セクター

ウェブサイトでは、インダストリー関連の情報を紹
介しています。

https://home.kpmg/jp/ja/home/industries/
automotive.html

1  KPMG「10億ドルを賢く投資する- ICE後
の自動車業界のパワートレイン戦略 -」
2021年7月30日

  https://home.kpmg/jp/ja/home/

insights/2021/07/billion-dollar-bets-

wisely.html

2  KPMG �22nd Annual Global Automotive 

Executive Survey 2021�,
  https://home.kpmg/xx/en/home/

insights/2021/11/global-automotive-

executive-survey-2021.html

3  KPMG �22nd Annual Global Automotive 

Executive Survey 2021�,
  https://home.kpmg/xx/en/home/

insights/2021/11/global-automotive-

executive-survey-2021.html

4  Next Generation Smart Electric Vehicles 

| NIO, https://www.nio.com/

5  ON THE MONEY: EARN AS YOU DRIVE 

WITH JAGUAR LAND ROVER | JLR, 

  https://www.jaguarlandrover.com/

news/2019/04/money-earn-you-drive-

jaguar-land-rover

6  BMW to launch blockchain-based reward 

program, The Korea Herald, 2020年10月
7日, http://www.koreaherald.com/view.

php?ud=20201007000792

7  Po rsche Impac t  -  ポルシェジャパ
ン、https://www.porsche.com/japan/

j p / a b ou tp o r sc he / res p o ns i b i l i t y /

porscheimpact/

8  Midnight Trains, https://www.midnight-

trains.com/

9  SBD Automotive「SBDレポート - 自動
車業界におけるヘルスケアとウェルビー
イング」、https://insight.sbdautomotive.

com/Health-and-Wellbeing-registration-

JPN.html

10  SBD Automotive「インテリジェントコッ
クピット導入予測」
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